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平
成
?
年
度
の
玉
川
村
の
予
算
が

3
月
の
定
例
議
会
で
可
・決
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計
は
前
年
度
よ
り
も

5
億
8
，2
3
5万

円
少
な
い
鈎
億
2
，6
5
2万
四
で
、
日
・

6
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
予
算
が
前
年
度
を
下
回
る
の
は
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
建
設
事
業
が
終
了
し
た
た
め
で

す
。
今
年
度
の
玉
川
村
の
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元気いっぱいの新 1年生(玉JII第 1小学校)

村
に
入
る
お
金
「
歳
入
」
を
自
主
財

源
と
依
存
財
源
に
分
け
て
み
る
と
、

自
主
財
源
が
ロ
・

3
%、
依
存
財
源
が

訂・

7
%に
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
の
終
了
な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出

金
で
約
3
億
5
0
0
万
円
。
県
支
出

金
で
約
1
億
6
，8
0
0
万
円
。
村
債

で
約
1
億
6
，
4
0
0
万
円
が
そ
れ
ぞ

れ
減
っ
て
い
ま
す
。

村
が
使
う
お
金
「
歳
出
」

プ
は
、
農
林
水
産
業
費
で
、

と
比
べ
る
と
約
6
，1
0
0

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
農
道

業
費
が
増
え
た
た
め
で
す
。
そ
の
ほ

か
教
育
費
で
は
、
泉
中
学
校
の
プ
ー

ル
建
設
、
ふ
く
し
ま
国
体
の
短
火
採

火
事
業
に
関
す
る
経
費
な
ど
が
増
え

て
い
ま
す
。

一
方
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
の
終
了
に
よ
っ
て
、
民
生
費
が

約
3
億
3
0
0
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。

の
ト
ッ

前
年
度

万
円
増

整
備
事

固
定
資
産
税

市
町
村
民
税

市
町
村
た
ば
こ
税

軽
自
動
車
税

合

計

(
1
月
1
日
現
在
人
口門

~ 2 4 
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村民 1人当たりに
使うお金

総務費

4億4，781万円

(15.3%) 
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平
成

7
年
度

当
初
予
算
決
定

予
算
編
成
を
め
ぐ
る
財
政
状
況
に

つ
い
て
は
、
我
が
国
の
経
済
が
ゆ
る

や
か
に
国
復
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
は
い
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
講
造
的
不
況
は
続
い
て
お
り
、

国
や
地
方
公
共
団
体
で
の
地
方
税

や
、
地
方
交
付
税
の
伸
び
悩
み
な
ど

に
加
え
、
所
得
税
、
住
民
税
の
制
度

減
税
や
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
財
源
確
保
は
例
年
に
な
く

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

反
面
、
今
後
急
速
に
進
む
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
人
口
の
高
齢
化
や
、
国

際
化
の
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
多
様

化
す
る
行
政
需
要
に
対
処
す
る
投
資

的
財
源
を
確
保
し
、
必
要
な
施
策
と

効
率
の
高
い
予
算
編
成
を
す
る
た

め
、
消
費
的
経
費
の
節
減
と
、
財
源

の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分
に
努

め
、
補
助
事
業
の
導
入
や
地
方
債
の

活
用
に
配
慮
し
て
、
財
源
の
確
保
を

図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
範
囲
と
限
界
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
や
補
助
金
の
対
応
な
ど
を
検

討
し
て
今
年
度
の
予
算
を
編
成
し
ま

し
た
。

重進

点

事

業

等

捗

状

況

成
7
年
ロ
月
完
成
に
向
け
て
、

に
着
工
さ
れ
ま
し
た

D

3 
月

観
光
農
菌
や
「
フ
ル
ー
ツ
の
森
」
構

想
な
ど
の
実
現
。
農
産
物
直
売
所
の

建
設
に
つ
い
て
検
討
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

-
総
合
運
動
公
園
に
つ
い
て
は
、
平

成
7
年
度
に
一
部
着
工
さ
れ
、
平
成

8
年
度
か
ら
補
助
事
業
を
導
入
し
、

長
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
す

す
め
ま
す
。

-
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
東
工
業

団
地
に

2
社
を
誘
致
計
画
し
て
い
ま

す
が
、
経
済
環
境
が
き
び
し
い
中
で

1
社
が
進
出
を
希
望
。
残
る

1
社
に

つ
い
て
も
全
力
で
誘
致
に
取
り
組
ん

4 

で
い
き
ま
す
。

-
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

協
力
を
得
て
、
現
在
開
発
申
請
書
が

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
口
実
現
に
向
け

て
さ
ら
に
努
力
を
し
て
ゆ
き
ま
す
。

-
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
東

部
開
発
の
拠
点
に
す
べ
く
陳
情
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
新
聞
な
ど
で
報

道
さ
れ
た
と
お
り
阿
武
隈
新
高
原
都

市
構
想
の
中
で
、
村
内
一
千
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
地
質
調
査
を
平
成
7
年
度

に
実
施
予
定
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

も
テ
ク
ノ
パ

l
ク
実
現
の
た
め
努
力

を
続
け
ま
す
。

)は前職名

-
泉
中
学
校
の
プ
ー
ル
建
設
に
つ
い

て
は
財
政
事
情
な
ど
に
よ
り
、
当
初

計
画
よ
り
2
年
遅
れ
と
な
り
ま
し
た

が
、
今
年
度
建
設
着
工
し

8
月
中
に

完
成
予
定
で
す
。
須
釜
中
学
校
の

プ
l
ル
建
設
は
平
成
8
年
度
建
設
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

-
住
宅
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
長

内
団
地
問
戸
が
昨
年
9
月
に
完
成
。

昨
年
度
予
算
計
上
さ
れ
た
玉
川
団
地

ロ
戸
は
、
繰
り
越
し
事
業
と
し
て
平

-
水
資
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
平
成

初
年
で
一
日
最
大
給
水
量
4
，
0
0

0
ト
ン
(
現
在
約
1
，
7
0
0
ト
ン
)
の

需
要
予
測
が
出
て
お
り
、
将
来
的
に

は
5
，O
0
0
ト
ン
以
上
の
水
源
確
保

が
必
要
で
今
出
ダ
ム
(
(
建
設
計
画
中
)

や
千
五
沢
ダ
ム
の
活
用
に
つ
い
て
実

施
調
査
に
入
っ
て
い
ま
す
。
広
域
市
町

村
に
よ
る
企
業
団
設
立
に
向
け
て
、
現

在
県
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。

@
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
野
菜
や

果
樹
団
地
の
育
成
、
特
に
空
港
関
連

平成7年 4月

国
一

広報たまかわ

有
賀
明
美
(
誠
会
事
務
蹴
)

本
田
士
口
和
(
税
局
課
主
査
)

矢
部
玄
幸
(
建
設
課
主
査
)

円
谷
善
之
(
措
任
伊
弘
)

主

査

主

査

主

査

主
任
運
転
手

番
嚢
一窓口

課
長
角
田
文
弥
(
農
政
課
長
)

笠
間
取
供
蹴

石
森
春
男
(
建
設
係
長
)

耕
舵
蹄
鰭
卸
小
針
善
栄
(
諜
線
総
鍛
)

4月 1日付

課

長
主

査

主

査

主

事

補

小
針
康
敬
(
建
設
課
長
)

増
子
貞
美
(
総
務
課
主
査
)

丹
内
一
彦
(
総
務
課
主
査
)

野
埼
智
之
(
新
採
用
)

課

長

林

弘
(
税
務
課
長
)

t

王
品
計
掠
車
問
倒
ロ
民

年
目
金
問
係
長

塩
沢
忠
雄
(
間
民
年
金
係
長
)

課

長

主
幹
兼
国
保
係
長

小
針
二
一
(
住
民
課
長
)

小
林
幸
一
(
鰍
減
傾
飴
)

毒主警安課
、m 富十 3 

語習諜

芋査護霊長

岡
部
勝
良
(
企
画
調
整
課
長
)

真
弓
好
司
益
幅
御
供
日
間
)

熊
田
富
一
(
水
道
係
長
)

須
釜
信
一
(
税
務
課
主
査
)

曲
山
英
夫
(
掛
任
…

p報
)

課

長

農
林
土
木
係
長

三
吉
隆
之
(
水
道
課
長
)

塩
沢
邦
章
(
都
市
計
菌
係
長
)

課

長

水
道
係
長

森
清
重
(
保
健
課
長
)

小
針
敬
人
(
焼
林
土
木
係
長
)

主

査

小
針
敬
子
(
総
務
課
主
査
)

庶
務
係
長

草
野
正
博
(
国
保
係
長
)

主
任
保
母
仁
井
田
ツ
ヤ
子
(
か
ず
み
幼
稚
細
)

主
任
保
母
鈴
木
枝
美
子
(
和
ず
み
幼
稚
鰍
)

訪
季
み
幼
稚
罷

べ
一込町一一一三百三日

教
諭
石
森
ミ
ナ
子
(
射
が
ま
幼
稚
拙
)

教
諭
丹
内
恵
子
(
射
が
ま
幼
稚
一
制
)

議
議
寓
約
雑
居
窓
離
縁
欝
議
議

教
諭
佐
藤
ヤ
ス
子
(
泉
保
育
所
保
母
)

教

諭

矢

部

由

美

(

泉

保

育

所

保

母

)

社
会
教
育
也
誠
一
周
裁
川
博
次
(
須
釜
小
校
長
市
議
)

{
退
職
}

農
政
課
主
査

添
田
四
郎
(
3
月
白
日
付
)

新採用職員です。

どうぞよろしく
お願いします f

税務課

園野崎智之

.20歳

• JII辺

国所属

5 



昭
和

ω年
3
月
幻
自
に
旧
須
釜
村

と
旧
泉
村
が
合
併
し
、
玉
川
村
が
誕

生
し
て
か
ら
今
年
で
満
州
制
年
を
迎
え

ま
し
た
。

こ
の
合
併

ω周
年
を
祝
う
式
典
が

3
月
お
自
(
火
)
村
体
育
館
で
行
わ
れ
、

住
民
と
各
市
町
村
、
団
体
関
係
者
、
友

好
都
市
を
提
携
し
て
い
る
中
華
民
国
・

鹿
谷
郷
の
一
行
、
埼
玉
県
玉
川
村
・

愛
媛
県
玉
川
町
関
係
者
ら
約
制
人
が

出
席
し
ま
し
た
白

式
典
で
は
、
車
田
村
長
が
「
村
が

誕
生
し
て

ω年
。
目
覚
ま
し
い
発
展

を
遂
げ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
村
山
内

そ
し
て
歴
代
村
長
を
は
じ
め
と
す
る

先
輩
各
位
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
の
佐
藤
県
知
事
か
ら
「
玉
川
村

に
お
か
れ
ま
し
で
も
合
併

ω周
年
を
契

機
に
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
個

性
的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
、
福
祉
の
向
上
と
村
勢
の
一
一
層

の
伸
展
の
た
め
に
努
力
さ
れ
る
よ
う

期
待
し
ま
す
」
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
で
は
、
村
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
功
労
者
ら
に
表
彰
状
、
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

、グヨー
ì~~ 

田

勺
「

u

m

一一一口

，..6.、
でフ
Jじ，、、

表

:t:r.ノ

早ノ

(
順
不
同
・
敬
称
略
)

ぬ
仲
村
議
会
議
員
(
議
員

8
年
以
上
)

塩
田
征
二
郎

宗

形

徳

次

溝

井

賛

彦

tm
件
数
膏
行
政
功
労
者
(
教
育
委
員

9
年
以
上
)

野
口
庄
一

im仲
間
定
資
産
評
価
審
査
委
員
(
委
員
9
年
以
上
)

小

林

清

人

双

盟

正

義

国
凶
作
消
防
功
労
者
(
消
防
団
員
初
年
以
上
)

佐
久
間
安
直

*
民
生
克
童
委
員
(
委
員

g
年
以
上
)

事
国
宇
多
子

矢

部

和

子

溝

井

保

三

矢
吹
源
一

小

原

昭

治

鈴

木

四

郎

我
妻
貞
一

石
井
周
太
郎

t

凶
作
統
計
調
査
員
(
初
年
以
上
)

大

野

好

利

草

野

光

重

小

針

英

章

四

郎
ざ
ん

多
年
に
わ
た
っ
て
村
政
発
展
の
た
め

尽
く
さ
れ
た
方
々
が
、
村
の
表
彰
条
例

に
基
づ
き
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

(
順
不
同
・
写

真
の
下
は
事
績

で
す
)

林

弘
さ
ん

崎

甲
子
郎
さ
ん

山

元収入役・村職員

村職員

.:;:>Ic 
木木

連一周

霊
さ
ん

元村職員村職員

相

須

釜

信

好

須

田

正

雄

国

谷

房

夫

側
矢
吹
義
三

点
作
社
会
教
育
功
労
者
(
社
会
教
育
蚕
員
加
年
以
上
)

小

山

田

伸

i

凶
作
学
校
歯
科
医
(
印
隼
以
上
)

小
山
田
康
雄

感

謝

状

贈

呈(
敬
称
略
〉

ι

凶

作

元

助

役

塩

津

直

利

im
件

前

収

入

役

大

和

田

重

徳

i

凶

作

学

校

医

味

原

隆

1

凶

作

学

校

薬

剤

師

矢

吹

綾

子

*
納
税
貯
蓄
組
合
長
国
谷
善
之

t

凶
作
児
童
福
祉
功
労
者
渡
蓬
政
一

*
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
塩
津
重
男

*

寄

付

者

東

京

精

工

(

株

)

中
根
精
工
(
株
)

富
士
ポ
リ
マ
テ
ッ
ク
(
株
)

(
株
)
主
婦
の
庖

須
賀
川
信
用
金
庫

*
パ
ソ
コ
ン
寄
付
者
高
橋
兼
之

*
パ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
寄
付
者

(
資
)
城
野
組

水
谷
工
業
(
株
)

楽

功

男
さ
ん

関

根

英

夫
さ
ん

針

康

敬
さ
ん

7 
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ま
し
た
。
車
田
村
長
が
「
却
周
年
記

念
式
典
に
期
せ
ず
し
て
、
囲
内
、
国

際
の
交
流
を
通
し
て
芽
生
え
た
友
が

一
堂
に
会
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

互
い
に
学
び
、
習
う
こ
と
で
豊
か
な

地
域
づ
く
り
に
反
映
し
て
ゆ
き
た

い
L

と
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。

林
郷
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

柏
俣
埼
玉
県
玉
川
村
長
、
村
上
愛
媛

県
玉
川
町
長
か
ら
は
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

一
合
併
叩
周
年
を
共
に
一

一

祝

う

一

翌
、
お
日
一
行
は
合
併

ω周
年
記

念
式
典
に
臨
み
、
林
郷
長
が
「
友
好

都
市
提
携
は
大
き
な
喜
び
で
あ
り
、

合
併

ω周
年
に
招
待
い
た
だ
き
光
栄

で
す
。
鹿
谷
郷
へ
の
多
く
の
方
の
訪

問
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
通
訳
を
交

じ
え
て
あ
い
さ
つ
。
郷
か
ら
村
へ
の

記
念
品
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
一
行
は
、
福
島
空
港
や

泉
中
学
校
、
村
保
健
セ
ン
タ
ー
、
石

川
町
に
あ
る
石
川
地
方
生
活
環
境
施

設
組
合
の
衛
生
処
理
施
設
を
見
学
、

環
境
問
題
に
関
心
を
寄
せ
る
一
行

は
、
熱
心
に
係
員
の
説
明
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
口
そ
の
後
、
一
行

は
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
八
幡
屋
で
関
か

れ
た
玉
川
村
日
華
親
善
友
好
都
市
提

携
推
進
協
議
会
主
催
の
訪
問
団
一
行

歓
迎
会
に
臨
み
、
協
議
会
員
ら

ω名

か
ら
熱
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

本
で
は
役
場
)
の
幹
部
や
各
種
団
体

の
代
表
ら
幻
人
で
す
。

一
行
は
、

3
月
幻
自
大
阪
空
港
発

日
本
航
空
総
便
で
午
前
日
時
5
分、

車
田
村
長
ら
が
出
迎
え
る
福
島
空
港

に
到
着
。
林
民
政
郷
長
が
花
束
の
贈

呈
を
受
け
た
後
、
日
光
(
栃
木
県
)
方
面

へ
向
け
て
パ
ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

我
が
国
を
代
表
す
る
観
光
地
日
光

は
、
前
日
の
雪
で
一
面
銀
世
界
。
初

め
て
雪
を
見
た
訪
問
団
員
も
多
く
、

雪
の
東
照
宮
を
存
分
に
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

夜
に
は
、
同
じ
く

ω周
年
式
典
に

出
席
の
た
め
来
村
さ
れ
た
柏
俣
昌
平

埼
玉
県
玉
川
村
長
、
村
上
忠
美
愛
媛

県
玉
川
町
長
ら
関
係
者
も
参
加
し

て
、
訪
問
団
一
行
歓
迎
夕
食
会
が
母

焔
温
泉
の
ホ
テ
ル
八
幡
屋
で
聞
か
れ

伶

1
、

劉察黄諌張林劉察鄭劉張察黄劉劉 林 張 椅 林 柄 張 林 方 . た ス に のれ光撮の
昔余 々今。に見翌な、景つ再以
語棲灯:関清協宗文孔坤志白玉守重光 朝 麗 皐 金 振 民 で 回 乗送 29かおがた会前
蓮桃却11埋粟塘礎見修燈常梅韻櫨義演 松 郷 山 虎 禄 政 す 来 りら戸空五会りに 12

。村 込れ朝釜勺場; 鹿
さ みて、~ ~.: ;;，台

宿、て乏打 Z渇 緒郷
舎北千了{水ち 式，を

た を陸は安解きのと訪
の 後方車白山け」乾守れ
は に面田三〉たち杯念た

しへ村手雰でを写会
次 まと長炉問見す真員
の しパら口気らるをと

鹿

谷

郷

長

鹿
谷
郷
公
所
民
政
課
長

建
設
課
長

兵
役
課
長

。
主
計
室
主
任

。
畏
政
課
課
員

国

民

大

曾

代

表

鹿
谷
郷
農
舎
理
事
長

監
事
主
席

鹿
谷
郷
婦
女
曾
理
事
長

鹿
谷
郷
救
盟
国
総
幹
事

鹿
谷
郷
義
警
中
隊
大
勝
長

中
華
民
国
瞥
察
之
友
曾
鹿
谷
姑
長

鹿
谷
郷
護
林
協
曾
総
幹
事

鹿
谷
村
社
直
毅
農
協
曾
理
事

鹿
谷
郷
老
人
曾
総
幹
事

鹿
谷
郷
青
年
圏
執
行
長

鹿
谷
郷
北
勢
渓
保
護
協
曾
理
事

鹿
谷
郷
代
表
曾
代
表

鹿
谷
郷
魚
蝦
保
護
協
曾
理
事

鹿
谷
郷
早
泳
曾
理
事

南
投
豚
太
極
拳
協
曾
理
事

9 



玉
川
団
地

5
号
棟
、
無
事
完
成
を
祈
願

平
成
7
年
度
第
1
回
目
の
区
長
会

が
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
聞
か

れ
、
村
内
口
地
区
の
区
長
、
役
場
幹

部
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

車
田
村
長
が
各
区
長
に
そ
れ
ぞ
れ

委
嘱
状
を
手
渡
し
た
後
、
「
村
政
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
役
員
選
出
で
は
、
医
長
会
長
に

小
針
成
男
さ
ん
(
中
)
、
副
会
長
に
は

真
野
目
喜
正
さ
ん
(
南
須
釜
)
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

(
各
区
長
の
紹
介
は

5
月
号
で
す
)

区
長
会
を
開
催

ーみなさんからの話題を

おまちしています-

役場企画調整課

広報係まで

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
新
1
年
生

村
内
各
小
中
学
校
入
学
式

村
内
の
各
小
中
学
校
で
平
成
7
年

度
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
学
児

童
何
人
、
新
中
学
1
年
生
部
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
校
門
を
元
気
に
く
ぐ
り

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
玉
川
第
一
小
学
校
(
高

宮
政
博
校
長
)
の
入
学
式
で
は
、
校

長
先
生
か
ら
「
車
に
気
を
つ
け
て
元

気
に
登
校
し
ま
し
ょ
う
」
と
お
話
が

あ
り
、
新
入
学
児
童
が
大
き
な
声
で

「
ハ
イ
f
・
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
泉
中
学
校
(
須
田
昌
守
校

長
)
の
入
学
式
で
は
、
真
新
し
い
制

服
を
着
た
新
1
年
生
を
代
表
し
て
、

須
藤
公
平
君
が
「
中
学
校
で
は
英
語

な
ど
の
初
め
て
の
教
科
も
あ
り
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
新
入
生

誓
い
の
こ
と
ば
を
の
べ
ま
し
た
。

髄

現
地
で
安
全
祈
願
祭
式

平成?年4月

替
の空

港
ま
つ
り

空港開港 2周年記念
フェスティパルに 1万人/1

福
島
空
港
の
開
港

2
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
「
春
の
空
港
ま
つ
り
」
が
福

島
空
港
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雪
が
舞
う
あ
い
に
く

の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
子
連
れ

な
ど
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
小

型
機
の
前
で
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ウ

ル
ト
ラ
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や

カ
l
ゴ
ド
i
リ
i
・
ツ
ア
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
一
日
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

広報たまかわ

** * 入た設系のとに テ福政クを
全霊22 銀 賞も省水小、対こイ島博 1 き平 Z
M $~r /. 者の福質学阿すので市校ル れ 成主
特設 ノ はで島汚生宜、る図表の長でい 6 -
ZY賞 賞(次す工濁を l凌訪問彰り)玉に年

2久榔曲禁 20霊薬草iき三奈2足場Z露小
弓保沼山略お 務 連 ド 侃 高 ク 行 ア 童 ー 」 武 l臼
さ田 ・り 所絡コ部め lわイ 4小児 i漫ノυ
や利友美 3 で )協阿福てルれペ入学 童 JII 脅
か香美保月す が議武事もはまグが校図上 島

現 。 募会 i灰 I旦ら、し・入(書 流
6 66  6 
年年年年在 集(川丙お河たエ賞高コ~ 11 
2::2::2::2::'---' し建水)うJlI 0 ル 、 宮 ン 川叫

』主主問斗ンゥ一帯欝襲撃 祖

吋11lJ:;m7)(議¥ヤ表児)耐が
一宮崎両蝿彰童を ス

式図き話
画れ員
コい/
ンに
クす
lる
yレ
」

尊い行為に感謝
献血30回の功労賞

村営住宅玉川団地 5号棟建設工事の安全祈願祭

が、竜崎字蕨岡地内の現地で行われました。

式には、車田村長をはじめ施行業者の高田工業

株式会社(矢吹町)高田彦司社長ら工事関係者な

どが出席し、工事の無事完成を祈願しました。

5号棟は、 3階建てで 3LDKが8戸、 2LD
Kが4戸の計12戸で、 11月に完成12月からの入居

を予定しています。

このほど、竜崎の渡辺梅代さんに、

日本赤十字社から献血30回をたたえる

「銀色有功章j が贈られました。

車田村長から表彰の伝達を受けた渡

辺さんは「家族 (2人)が手術で輸血

を受け、その思返しのつもりで始めま

した。健康管理にもなり、今後も続け

ますJ と話していました。

がんばれ f少年剣士
第 3白歌川杯剣道練成大会

玉J1f剣友会主催の第 3回歌)I{杯剣道練成大会が、村勤労者体育セン
ターで関かれました。
この大会は、須釜少年剣友会(塩沢重男監督)玉川少年剣友会(鈴木

嘉兼監督)の 2チームが、日頃の練習の成果を試すことを目的に毎年開
催されており、今回両チームから70人の選手が参加して熱戦を展開。 11
勝 7敗17引き分けで須釜少年剣友会が勝ち、通算成績は玉}/f少年剣友会

の2勝 1敗となりました。 うとがわ11.;:''''か

歌川杯は、当時須釜地区で小中学生に剣道を指導されていた歌川治央
先生(現会津本郷町在住)の提供により始められたものです。

10 
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「若人の翼J団員募集!
Y去を守るあなたが法に守られる、

一一憲法週間一一
5月1日-----5月7臼

県では、青年海外派遣事業「若人の翼」

の団員を次により募集しています。

国派遣コース・期間と募集人員

・北米派遣(力ナタ)10日間、 15名

・中国派遣(中華人民共和国)10日間、

15名

・欧州派遣(デンマーク

問、 10名

・オセアニア派遣(オーストラリア

ーユージーランド)15日間、 10名

・南米派遣(ブラジル・パラグアイ)

17巴問、 10名

・応募資格県内に住んでいる勤労青年

で、満20歳から35歳までの方

盟申込み・お問い合わせ参加希望者は、

村公畏舘に備え付けの申込書で、 5月

S日までに提出してください。

5月3日は憲法記念日です。この記念

日は、昭和22年 5月3日の日本国憲法の

施行を記念し「法」の役割の理解を深め

るために制定されたものです。

平成7年度憲法週間記念無料法律相談開催日程
福島県弁護士会法律扶助協会福島県支部 共催
福島地方裁判所・描島家庭裁判所 後援 ドイツ)15日

E福島地方・家庭裁判所
5月9日ωl

1 ~沼山3宣告担栂内弁護士接室
午前1日時~午後3時 l

!(0249-22-1846) 

1;渇感地方 ・家庭裁判所
5月1日伺) 1 la河支部織内弁護士控窪
午前10時~午後 39守i!(0248-22-3381) 

11議慾地方ー家庭裁判所
5月128幽|i会津若松支邸機内弁護士
午前109寺~午後 39寺iIj空室 (0242-2?-0264) 

教
職
員
の

人
事
異
動

五
十
嵐
佑
治
教
諭
(
吾
妻
中
)

V

須

釜
中
・
関
根
照
夫
校
長
(
退
職
)
・
増

子
清
蔵
教
諭
(
鏡
石
中
)
・
竹
島
明

教
諭
(
古
殿
中
)
・
芳
賀
善
正
教
諭

(
休
職
)
・
榊
枝
輝
夫
教
諭
(
退
職
)

回
転
米
議
一一条一山

K
A
一人
〕
は
但
在
校

V
玉
一
小
・
阿
倍
昭
光
教
諭
(
白
河

四
小
)
・
大
山
育
子
教
諭
(
多
久
田
小
)

V
川
辺
小
・
石
井
勝
泰
教
諭
(
鬼
生

田
小
)
・
佐
川
敬
教
諭
(
荒
海
小
)

V
須
釜
小
・
伊
藤
政
憲
校
長
(
猪
苗

代
中
)
・
須
田
元
大
教
諭
(
西
袋
二

小
)
・
横
山
絞
子
教
諭
(
伊
達
小
)
・
今

野
隆
子
養
護
教
諭
(
西
野
小
)

V

泉

中
・
味
戸
玲
子
教
諭
(
小
平
中
)
・
天

野
信
一
教
諭
(
大
東
中
)
・
大
谷
啓
介

教
諭
(
新
採
用
)

V

須
釜
中
・
田
中

孝
平
校
長
(
古
殿
中
)
・
溝
井
奈
緒
子

教
諭
(
東
北
中
)
・
五
十
嵐
毅
教
諭

(
岩
瀬
中
)
・
石
井
文
子
教
諭
(
桃
陵

中
)
・
山
田
克
行
教
諭
(
須
賀
川
三

中
)
・
水
野
勝
也
教
諭
(
小
平
中
)

まり
す、今
。転年
出の
入教
さ職
れ員
たの
方人
々事
を異
紹動
介に
しよ

手数料、一部変更!

平成7年4月 1日から手数料条例の一

部改正により、次のように手数料が変わ

りました。

・公的年金等受給権者現況届の証明

無料(改正前200円)

・印鑑登録証再交付

200円(改正前無料)
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福島空港の施設変更に関する公聴会の開催

県土木部空港建設課か5お知5せ

法律相談のほ力、に、「子供のことJに関する相談を併ぜて行います。

V
玉
一
小
・
吉
成
栄
子
教
諭
(
東
山

小
)
・
小
川
美
佐
子
教
諭
(
須
賀
川
二

小
)
・
服
部
秀
夫
教
諭
(
長
沼
小
)
・

湯
田
智
教
諭
(
芳
賀
小
)

V

川
辺

小
・
仁
科
篤
弘
教
諭
(
矢
吹
小
)
・
鈴

木
葉
子
教
諭
(
母
畑
小
)

V

須
釜

小
・
抜
川
博
次
校
長
(
退
職
)
・
小
林

裕
子
教
諭
(
多
民
野
小
)
・
伊
藤
礼
子

教
諭
(
熱
海
小
)
・
柳
沼
好
男
教
諭

(
小
山
田
小
)
・
小
針
泰
子
養
護
教
諭

(
山
形
小
)

V

泉
中
・
三
森
朗
教

頭
(
南
山
形
小
)
・
大
内
宏
子
教
諭

(
浅
川
中
)
・
川
田
啓
子
教
諭
(
石
川

中
)
・
庄
司
新
一
教
諭
(
大
東
中
)
・

福島空港の滑走路を2，000mから2，500
mに拡張するにあたり、航空法の規定に

よる公聴会が下記により開催されます。

記

平成7年 5月19日幽午前10時
須賀川市文化センター・小

圃日時

圃場所

ホ-)レ
・公述人航空法施行規制第80条によ

り、福島空港の施設変更に関し利害関係

者が意見を述べることができます。公述

を希望される方は、直接選輸省へ申し込

みをします。申込用紙は県土木部空港建

設課に準備してありますので、申し出て

ください。

公述人申込締切 5月10日必着

申込書送付先:〒100 東京都千代田

区霞ヶ関2-1-3合同庁舎 3号館運輸省航

空局飛行場部管理課長苑

国傍聴人傍聴希望者には次により傍聴

券を斐付します。

・日時平成7年 5月19日制

時より10時まで
・場所須賀川市文化センター正面玄

関受付

・人数先着300名 1名につき 1枚
詳しくは寄島県土木部空港建設課E

0245-21-7503までお尋ねください。

あ芯たも国体選手に

なりませんかH

インデイア力、綱引、オリエンテーリ

ンク、ウオークラリー、グランドテニス

の出場者大募集!詳しくは、村公民館ま

でお尋ねください。

「ひとりよりみんなのための土地利用J 4月は土地月間です

••• ヨI司事7]@@健康ごよみ ⑫ 

玉川村社会福祉協議会

事務所、移転 f
風疹予防接種… ……………・・・ ・・・匿亙

午後 1時"-'1時15分 園

1歳6ヶ月児健診・・…ー………・・⑧

午後 1時30分"'2時 国
機能訓練・・・・ ・・・… ……-…・ ⑧ 

午後 1時30分"'3時30分
風疹予防接種・・・・

午後 1時""'1時30分
3歳児健診一

午後 1時""'1時30分

一⑧

圏
一⑧

園

.4月

19日(氷)

21日(木)

24巴伺)

26日(水)

事務所入口の看板
を降ろす、車田会
長と岩谷専門員
( 4月11日)

28日掛

.5月

10日(水)

役場北庁舎内にあった村社会福祉協議会(車田次夫会長)の事

務所が、 4月llBから下記の場所に移転になりました。

記

・玉川村ふれあいセンター内

住所:玉川村大宇中字入山59番地

TEL: 0247-57-4410 FAX:電話番号と同じです。

機能割練一一一一一・…・……・・・・一⑧

午後 1時30分""'3時30分
乳幼児健康相談…………………・⑧

午前g時30分""'10時 園
乳児健診一 …一 一………..............⑧

午後 1時"-'1 8守30分 園

⑮:保健センター

医亙:須釜公民館
園:受付

128(金)

重

明

則

|お誕生おめでとうございます|

( 3月届出分)

出生児氏名 保護者名

西 島 美 久 信

矢 吹 源 英 源

飯村達哉 正

草野未有 正

地区

小高

。

岩法寺 午前 9

助

意

美

江

之慶

一

辰

光

( 3月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

高原康進 63 木代子

溝 井 松 代 58 喜代美

首藤キクノ 81 三千雄

小針千次 93 章勇

瓶子清二 72 ー

上野シゲヨ 82 

仁井田仁一 75 

小原キヨ子 68 

矢吹義三 59

ク

髄欝難援額欝輯鱒関

一

〈

-

生

高

寺

崎

釜

釜

蛇

タ

中

法

タ

須

須

土

蒜

小

岩

竜

南

北

村のようす
(?年3月1日現在)

管骨骨野t1川川7苅加帆5臼3

'托i 7，702人(+1) 

3， 792人(ー1)

3，910人(+2) 

圏

民 今
月
の
納
税

〈孟

(
納
期
限
は

4
月
初
巴
(
山
〈
)
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
)

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付をい

ただきました。厚く御礼申し上げます。

記

・小高の溝井喜浩きんから 3万円

. 'lの高原史朗さんがら 3万円

. 'lの首藤三千雄さんから 3万円

・中の小針章勇さんから 5万円

・岩法寺の瓶子ーさんから 2万円

・竜崎の上野居者之助さんから 2万円.φ の仁井田一意さんから 3万円

・南須釜の小原辰美さんから 2万円

・北須釜の矢吹光男さんから 3万円

(村社会福祉協議会)

年

4
月

分

帯田畑や原野なと、の「火入れJ明月間関)
本格的な農作業の時期をむ力、え、害虫駆除などの巴的で田畑や原野など

の枯草焼却を行う場合には、最寄りの消防署へ窟出をしてから、火入れを
しましょうa

※届出書は、消防署(須翼)//消防署玉)//;)民出所)に構え位けてありますの
で、印鑑持参のうえ、申請してください。
※火災警報発令中の火入れや、たきょたなどは禁止されています。
詳しくは、須賀川消防署玉川派出所(B57-4112)までお尋ねください。

“あわてず、おちついて

770番通報"

4月20白からは、県警察本部(福

島)通信指令室に入ります/

い
ま
ま
で
叩
番
通
報
は
、

石
川
警
察
署
に
通
報
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、



3101編集/企画調整課印刷/C掛円谷印刷(毎月15日発行)発行/福島県石)11郡玉川村大学小高字中畷 9玉川村役場惣(0247)57 

「
麦
畑
か

5

無
事
を
祈
っ
て
」

こ
の
写
真
は
、
小
高
の
溝
井
保
一
一

さ
ん
(
引
け
歳
)
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の

で
、
日
華
事
変
の
最
中
昭
和
弘
年
ご

ろ
の
も
の
だ
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
は
、
兵
隊
で
中
毘
に
行
っ

て
い
た
添
田
友
兄
さ
ん
(
け
歳
)
の
穀

も
ん
ぷ
く
ろ

問
袋
に
入
っ
て
い
た
写
真
で
、
小
高

の
菌
防
婦
人
会
の
人
ら
が
奉
仕
で
麦

刈
り
を
や
っ
た
時
の
ナ
ン
で
す
」
と

語
る
溝
井
さ
ん
。

麦
畑
の
中
で
写
っ
て
い
る
方
々
は
、

前
列
右
側
が
故
関
根
忠
治
さ
ん
(
忠

幸
氏
の
祖
父
)
で
、
左
鵠
の
故
溝
井

賢
次
郎
さ
ん
(
賢
彦
氏
の
祖
父
)
は
区

役
員
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
後
列
の
右

端
は
故
関
根
安
嗣
さ
ん
(
清
氏
の
父
)

で
、
隣
の
女
の
人
は
三
輪
ヒ
デ
さ
ん

(
健
一
郎
氏
の
奥
さ
ん
)
で
腕
組
み
を

し
た
人
は
故
添
田
藤
吉
さ
ん
(
藤
夫

氏
の
祖
父
)
で
す
。
旗
を
持
っ
た
女

の
人
は
故
相
楽
千
恵
子
さ
ん
(
旧
姓

高
原
)
だ
そ
う
で
「
兵
隊
に
い
っ
て

手
薄
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
家
々
の
麦

刈
り
ナ
ン
か
を
、
婦
人
会
で
こ
う
し

て
や
っ
て
く
れ
て
い
た
ン
だ
ナ
イ
」

と
溝
井
さ
ん
。

速
い
戦
地
の
兵
隊
さ
ん
を
励
ま
す

た
め
で
し
ょ
う
か
、
皆
さ
ん
本
当
に

笑
顔
が
い
い
で
す
ね
。

一東京玉J11会員だより一

「入ってよかった東京玉川会J

千

葉

県

市

原

市

岩

村

ユ

ウ
さ
ん
(
中
出
身
)

集
団
就
職
で
、
ふ
る
里
を
後
に

し
て
か
ら
幻
年
が
過
ぎ
、
そ
の
関

沢
山
の
方
々
か
ら
多
く
の
事
を
学

び
、
そ
し
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。私

は
現
在
、
千
葉
県
の
J
R
千

葉
駅
か
ら
十
二
、
一
一
一
分
位
の
と
こ

ろ
の
市
原
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

子
供
た
ち
二
人
も
そ
れ
ぞ
れ
結
婚

し
、
今
で
は
主
人
と
二
人
仲
良
く

仕
事
に
、
レ
ジ
ャ
ー
に
と
楽
し
く

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

友
人
の
す
す
め
で
東
京
玉
川
会

に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変

う
れ
し
く
感
謝
し
て
い
ま
す
む
昨

年
の
東
京
で
の
東
京
玉
川
会
総
会

の
集
い
で
も
、
と
て
も
楽
し
く
一

日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
久
し
振
り
に
同
郊
の
方
々
と

お
会
い
出
来
、
懐
か
し
い
思
い
出

話
に
花
が
咲
き
、
本
当
に
入
会
し

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
玉
川
会
員
の
皆

様
方
と
お
会
い
出
来
る
こ
と
を
、

今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
送
ら
れ
て
来
る
広

報
た
ま
か
わ
紙
に
は
、
村
の
よ
う

す
が
分
か
り
ゃ
す
く
載
っ
て
お

り
、
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
玉
川
村
の
益
々
の

御
発
展
と
、
皆
々
様
の
御
健
勝
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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